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1. 緊張性振動反射に対する抑制因子
小林英夫(千大大学院〉
筋肉を強制的に振動すると，その筋肉に持続的な伸展
反射がおこる。これを緊張性振動反射と呼んでいるが，
この反射を定量化するために振動の周波数 (f)と振幅 (1)
との関係を求めグラフに表わすと 100cJs前後に opti醐 
mal frequencyを持つ l-f曲線なるものが得られる。
この曲線に対する抑制因子を考察するために拾抗筋を用
い，これを支配する神経に種々の周波数でテタヌス刺激
したり，拾抗筋を伸展したり，また同時に振動したりし
てその抑制効果をみた。これにより刺激のちがいにより
その抑制効果が異なり，また optima1frequencyの移
動， response areaの減少等がみられ，このことよりこ
の反射に対する抑制は単なる抑制だけでなく周波数によ
り抑制の強さが異なることがわかった。 
2. 変性および再生時における運動終末の微細構造に
ついて
斎藤篤(成田日赤)
本年 Anat.Rec.; J. Exptl.Mol.Path.; J. Bone 
& Joint Surg.;等に運動終末の実験的組織化学的変化
を報告して来た。従来の光学顕微鏡的観察では，再生神
経は新らしく運動終末の形成をすると考えられていた
が，再生神経は残存せる perineurium t乙導かれ変性し
た終末に再支配を行ない，神経切断端を移植した場合に
胎生期に類似した新しい運動終末を形成する。 
Neuromuscu1ar junctionでは， coated vesicleが
刺激伝導物質の分泌に重要な役割をもち(J.Hist.Cyto-
chem. 1969)，また T-Systemも Secondarysynaptic 
cleftsの vesicleに連絡している(J.Hist. Cytochem. 
in press)。神経筋接合部の amorphousbasal lamina幽 
like substance には glucoprotein(Leb1ond法)や 
acid mucopo1ysaccharide (Luft法)が証明され軸索
と筋表面の接合に重要な役割があると考えられる。 
3. 	 椎間板のムコ多糖蛋白複合体 (PP・L および PP-H)
の研究 
0清水完次朗・大木健資(千大) 
1965年 M.Schubertの発表した方法に準じて，酸，
アルカリおよび蛋自分解酵素を用いず， po1ytronを用
い homogenate し， ultracentrifugationを繰り返し 
PP-L (protein po1ysaccharide 1ight)とPP-H(protein 
po1ysaccharide heavy)を得，その分析的研究を行なっ
た。実験結果は以下の通りである。 
①	 PP-L量は加令とともに 50代まで著明に減少し，
かっ髄核では線維輪に比べ減少の勾配が大である。 
②	 PP・H 量は 30代より著明に増加し，髄核では線維
輪に比して増加の勾配が大である。 
③ 	従って PP-LJPP-Hratioを取ると，加令に伴ない
髄核，線維輪ともに著明に減少する。 
④	 PP・H は PP・Lの約 2倍のN量を有し， PP・L，PP-
H ともに加令に伴いやや増加する傾向がある。 
⑤ 	tota1 Hexosamine量は PP・Lでは PP-Hに比し
て約 3倍量を含有し， PP-L，P巳H ともに加令ととも
に20代を peakにして増減する。 
⑤	 glucosamineJgalactosamine ratioは PP・Lでは
加令とともに漸次増加する傾向を示すが， ratioの逆
転は起こらず， PP-Hでは同年令の PP・Lに比して著
しい高値を示す。これは PP・Lにおけるコンドロイチン
硫酸の優位を， PP-Hにおけるケラト硫酸の優位をそれ
ぞれ示唆する所見である。 
4. 脊椎の老化に関する研究， とくに腰椎椎体栄養動
脈支配の年令変化について 
0重広信三郎・辻陽雄・松井宣夫・上原朗
大塚嘉則・高田典彦(千大)
椎体栄養動脈の研究，なかんずく intrinsiccircula-
tionに関しては Bぬ mig，Ferguson，willis等の研究
以来目立つた発展も認められず未だ疑問な点も多い。
われわれは変形性脊椎症の発展機転に関する脈管学的
検索を Mi'-eroangiogramを用いて行なって来たが，基
準となるべき椎体栄養動脈の走行分布について可視的に
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年令的な発展様相という面より検討する必要を認め，主
に Microangiogramが微細な栄養動脈に至るまで描出
することを利用して，一応その概略を得たので報告し
た。胎生期より生後発育期初期には前側方，後方部とも
に，軟骨層には豊富な血行分布をみ，椎間板の発育，栄
養と密接な関連があるが，成長するに従って次第に後方
は後方中央部より posteriorartery (仮称)が前側方部
よりは上下隅角近傍よりの antero-lateralmarginal 
artery (仮称)が発展して海綿骨を栄養する成人型に移
行して行き，これは椎体，椎間板の栄養の面から血行分
布の合目的的な変化と思われる。 
5. 脊椎の老化に関する研究， とくにその病理組織学
的並びに組織化学的研究 
0高田典彦(千大大学院) ・辻 陽雄
重広信三郎・松井宣夫・上原 朗
大木健資(千大)
椎間板とその周辺および椎間関節の加令像を対比的に
観察し，かつ高位別に追求することは，各種脊椎疾患の
臨床上重要なる示唆を与えるものと思われる。われわれ
は各種染色並びに組織化学的方法により 25腰椎柱，総
計 98椎間板， 83椎間関節につき検討し， 以下の知見を
得た。 
(1) 椎間板の変化;若年層では線維輪，髄核，前縦靭
帯，軟骨板等において高位差はないが，軽微な退行性変
化を認める。なかで髄核の変化は比較的先行する傾向が
ある。これら変化は加令とともに一般に高度化するも，
特に下位腰椎において著明となる傾向を示す。高年令層
では高位の差を問わず，椎間板および周辺諸組織に高度
変化を示すに至る。 
(2) 椎間関節の変化;若年層では関節包，軟骨層は軽
微な退行性変化にとどまり，軟骨下骨層はほとんど変性
を示さず，高位の差もみられない。これら変化は加令と
ともに漸次度を増し，かつ高位の差を示し，下位におい
て著しい。しかし関節構成体相互の差は認め難くなる。 
6. Phenol Blockの臨床応用
長尾龍郎(千大)
片麻庫，対麻庫その他 23名において ADLにきわめて
障害となる下肢の spasticityに対し，テフロンコーティ
ング電極注射針を用いて phenol(3--5 %)ブロックを
施行し好結果を得た。ブロック方法は，尖足のみの場合
は下腿三頭筋運動点，尖足および膝屈曲拘縮に対しては
坐骨神経ブロック， scissors legに対しては閉鎖神経ブ
ロック，下肢の広範な massflexionに対しては腰部穿椎
ブロックを施行した。尖足は術後 3ヵ月においても平均 
15。の改善， scissors legは術後 3カ月にでも全く消失， 
mass flexionに対する効果は比較的短く 1--4週であっ
た。また成熟家兎の坐骨神経を用い本注射法によりブロ
ックを行ない術後 l週にて殺し H・E染色および LFB
髄鞘染色を施し検索した。脱髄は神経束の周辺部に強く
神経線維の太さにあまり関係しない。組織学的にはr系
の選択的ブロックは証明し得ないが，本注射法により臨
床的に大幅に症状改善するのを見る時，手技の手軽さと
相まって Rehabilitation領域において有効な手段とい
えるであろう。 
7. 埋め込み電極による末梢神経電気刺激とその臨床
応用，とくに脳卒中患者のリハビリテーションを
中心として
玉置哲也 (Rancho Los Amigos病
院:ロスアンゼルス)
高位中枢神経の障害による片麻庫患者のリハビリテー
ションに際して，麻庫性尖足の矯正は単にコスメティッ
クな問題としてだけでなく，歩行の機能的回復をはかる
上からも重要なことである。従来は，装具療法あるい
は，前腔骨筋膿移行術，アキレス臆延長術などの方法が
単独に，時には合わせて行なわれて来たがいずれも機能
的解決を目標としたものではないといえよう。 1960年 
Liberson が経皮的に電気刺激を与えることにより前腔
骨筋を収縮させる方法を発表して以来，多くの研究者が
この機能的電気治療ともいうべき方法に興味を持ち種々
の試みがなされて来ている。しかし，この方法では電極
の位置，患者の底痛感などの欠点が数えられ，広く普及
することの妨げとなっていた。
昨年より当ランチョ ロス アミゴス病院においては
上記の欠点を排除すベく，埋め込み電極を用いて前腔骨
神経を刺激する方法を考案し，基礎的，臨床的研究を行
なって来た。現在までに約 30例の臨床応用例も数えて
おり，その応用も脊髄損傷にまで広がっているが，今回
は脳卒中患者の応用例を中心に，臨床生理学的検討の結
果を合わせて報告する。 
8. 	 CPにおける骨年令と M.A.T.との関連について 
0上原朗(桜ケ丘育成園)
われわれは，一人の重度 CP児における骨年令の遅
れに着目して以来，当桜ケ丘育成園の全 CP児 58名の
骨年令の検討を思い立ち， 昭和 34年以来， 名古屋大学
医学部整形外科の中沢修らによって完成された骨点数方
式による左手，左手関節の X 線写真より骨成熟度を評
